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事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成25年度～

会計 款 項 目

一般会
計

児童福
祉費

民生費 児童福祉総務
費

説明事業

保育所地域子育て支援事業費

戦略項目

担当名:担当名:保育運営・幼保連携担当

子育て支援特別対策事業実施要綱、母子家庭等対策総合支援事

業費国庫補助金交付要綱

01　　　子育ての安心

010101　子育て支援の充実

予算額

決定額 △38,355△38,355

現計額 321,821321,821

△13,300△13,300

13,30013,300

△25,055△25,055

308,521308,521

283,466283,466

補正後の
予算額

財　　源　　内　　訳

国庫支出金 繰入金
一般財源

番号

保育所一時預かり等支援事業

１　事業の概要

　家庭において一時的に保育を受けることが困難になっ

た乳幼児について、保育所その他の場所で一時的に預か

り、必要な保護を行う事業等を実施する。

事業規模の縮小等に伴う事業費の減額。

(1)一時預かり事業　　　　△11,220千円

(2)保育料減免支援事業　　△13,835千円

(3)家庭支援推進保育事業　△13,300千円

２　事業主体及び負担区分

　事業主体　市町村

　負担区分　(1)（県1/2）市町村1/2

　　　　　　(2)（県10/10）

　　　　　　(3) 国1/2、市町村1/2

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×0.2人＝1,900千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　一時預かり事業
　　　　家庭において一時的に保育を受けることが困難になった乳幼児について、保育所その他の場所で一時的に預かり
　　　必要な保護を行う事業。
　　イ　保育料減免支援事業
　　　　東日本大震災により、前年に比して収入が減少する等の事情により保育料の支払いが困難になった世帯に対して
　　　市町村が保育料の減免を行った場合に、減免分の補助を行う事業。
　　ウ　家庭支援推進保育事業
　　　　日常生活における基本的な習慣や態度のかん養等について、家庭環境に対する配慮など保育を行う上で特に配慮
　　　が必要とされる児童が多数入所している保育所に対し、保育士を加配することにより入所児童の処遇の向上を図る
　　　事業。

（２）事業実績
　　　　　　　　　　　　　　当初予算　　　　　　　　　実績（見込み）　　　　　　差異
　　　一時預かり事業　　　　288,070千円（342か所）→　276,850千円（343か所）　△11,220千円（　 1か所）

　　　家庭支援推進保育事業　 13,300千円（　7か所）→　　　－　　 　　　　　　 △13,300千円
　　　保育料減免支援事業　　 20,451千円（ 72人）　→　　6,616千円（ 31人）　　△13,835千円（△41人）

（３）減額理由
　　　事業規模の縮小等による減額補正　△38,355千円

(単位：千円)

分野施策


